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1. Ñ 実数 a; bが a2 > 4bを満たすとする．放物線 y = ¡x2 と直線 y = ax+ bは 2点で交わる．その交
点を P，Qとおく．このとき，線分 PQの長さは a; bを用いて表すと である．

Ò 実数 xが 0 · x · 2を満たすとする．関数
Z 2

0
Q 2(t¡ x) + 2i dtは x = のとき最小値 を

とる．

Ó
1
3
· x · 27のとき関数 y = (log3 x)2 ¡ log9 x6 ¡ 3の最大値は であり，最小値は である．

Ô 正の奇数の列を，次のような群に分ける．ただし，第 n 群には n 個の数が入るものとする．

1 j 3; 5 j 7; 9; 11 j 13; 15; 17; 19 j 21;Ý

奇数 2025が入る群は第 群である．
Õ アルファベット K，A，N，A，G，A，W，Aの 8文字をすべて用いて順列を作る．どの Aも隣り合わ
ない，異なる順列の総数は 通りある．
Ö 点 (3; 5)を中心とする円 C1 と点 (9; 13)を中心とする円 C2 が異なる 2点で交わっており，円 C3 は C1

と C2 の両方に内接する円のうち，最も面積が大きい円であるとする．C1 の半径が 8，C3 の半径が 2である
とき，C2 の半径は である．

2. 一辺の長さが 1の正八面体Hを考える．
Ñ Hの表面積は である．
Ò Hの各頂点を通る球の半径は である．
Ó Hの体積は である．
Ô Hの一辺を共有する 2つのHの面をなす鈍角を ®とする．このとき，cos® = である．
Õ Hの各面と接する球の体積は である．
Ö Hの一つの面 Tと平行な平面 PでHを切ったとき，断面を Sとする．Pの位置によらず Sの周の長
さは であるが，Sの面積は Pの位置によって変化し，その最大値は である．

3. xを実数とし，f(x) = 2x+ 2;g(x) = x2 とする．
Ñ ¡2 < f(x) < 2は， < x < であるための必要十分条件である．
Ò ¡5 < x < 2は，¡2 < f(x) < 2であるための ア．
アに最も適するものを，次の1»4のうちから選び，数字で答えなさい．
1必要十分条件である
2必要条件であるが十分条件ではない
3十分条件であるが必要条件ではない
4必要条件でも十分条件でもない
Ó aは正の実数とする．命題

x¡ 1 < aÒ¡3 < f(x)¡ f(1) < 5

が真となるような aの最大値は a = である．
Ô bは正の実数とする．命題

¡3 < f(x)¡ f(1) < 5Ò x¡ 1 < b

が真となるような bの最小値は b = である．
Õ ¡3 < g(x) < 2は， < x < であるための必要十分条件である．
Ö cは正の実数とする．命題

x¡ 1 < cÒ¡
1
2

< g(x)¡ f(1) < 1
2

が真となるような cの最大値は c = である．
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× dは正の実数とする．命題

¡
1
2

< g(x)¡ f(1) < 1
2
Ò x¡ 1 < d

が真となるような dの最小値は d = である．


